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’血液一挙基雫衡，主トシテ實験的「アチ

ドージス」ト白血球核移動bノ關係

第11報 「コカイン」及ビ「ストリヒニン」注射

金澤警科大學病理學教室（杉山教授指導）

平  井  邦  夫
   Kitnzb Hii’ai

（昭和16年11月27日受附 特別掲載）

内 容 抄録

 8頭ノ成熟家兎ヲ4頭宛2群二分チ，第1群摺目

5・0％盤酸コカイン」ヲ，第2群ニハ2000倍硝酸ストリ

ヒニンJヲ各家兎ノ盟重二相懸努テ，前者ハ2・9cc（0・1

459）ヨリ3・3cc（0・1659）宛ヲ，後者ハ2・7cc（1．35mg）

ヨリ2・9cc（1・45mg）宛ヲ家兎側腹部ノ皮下二注射シテ

人工的痙攣ヲ惹起セシメ，注射後4時間目迄ノ観察ヲ

行ヘルニ，痙攣直後血液総CO2量及ビ血液PII四脚明

二滅少シテ一過惟二顯著ナル血液アチドージス」ヲ護

現セリ．然レドモ急速二恢復二向ヒ，2乃至4時三目

ニハ封照値二復鶴セリ．假「エ」細胞核ハ漸次著明二左

方移動ヲ來セリ．白血球歎ハ「コカイン實験ニチハ30

分目ニハ輕度ノ増加，2時間目ニハ輕度ノ減少ヲ來セ

ルモ，3時間目ヨリ著明ナル埆加ヲ呈セリ．「ストリ

ヒニン實験ニチハ15分目ニハ六度ノ減少ヲ，30分及ピ

1時早目ニハ輕度ノ増加ヲ，2及ビ3時間目ニハ再ピ

輕度ノ減少ヲ來セルモ，4時間目ニハ増加二轄ゼリ．

各種白血1球百分率二就テハ假「エ」細胞ハ痙攣綾作直後

ニ一ﾟ桃二減少ヲ來セルモ，ソノ他門於テハ漸i欠著明

二雪加セリ．淋巴球ハ假「エ」細胞ト全ク相反的二攣

化シ，下作直pa Sハ増加ヲ來セルモ，ソノ他二於テハ

漸次著明昌減少セリ．「エ」細胞，堅基細胞及ビ大軍核

球三二就テハ特別ナル傾向ヲ認ムルヲ得ザリキ．

第1章 緒 言

第2章 實験材料及ビ實験方法

第3章 實瞼成績

 第1節 5．0％翻酸コカイン」皮下注射實験

目 次

 第2節 2000倍硲酸ストリヒニソ」皮下注射實験

第4章 翻恩ヨ舌及ビ考按

第5章 結 論

 圭要文献

第1章緒

 臨床的二「アチドージス」ヲ惹起スル疾患ノ或

モノニ於テ，一重篤症状トシテ屡々痙攣ヲ護ス

ル事ハ既二成書二記載サル・所ナリ．而シテ痙

唇

攣二依リテ，「アチドーシス」ヲ招來スル事モ考

へ得ラル・事ニシテ，今「ストリヒニン」叉ハ

「コカイン」ヲ用ヒテ人工的＝痙攣ヲ惹起セシ

【錨】
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メ，コノ問二於ケル血液酸盤基平衡状態ノ攣動

ヲ観察セル業績：ヲ顧ルニ，「ストリヒニン」二就

テハPeiperハ血液アルカリ度ノ， Kionka，柳

井一矢吹，LudWig－Ebster，松井，志村，酒井ハ

血液炭酸瓦斯量ノ，H6ber，：Liu－Krtiger，松井

ハ血液水素イオン濃度ノ攣動ヲ槻タルモ，「コ

カイン」；關シテハ余ノ寡聞二二柳井一矢吹，志

村が血液炭酸瓦斯量ノ攣動ヲ調べタル業績ヲ親

ルニ回忌ズ．尚コノ際ノ白血球像二二核移動ノ

i攣化ヲ観タル業績ハ極メテ勘シ．

 余ハコ・二「ストリヒニン」及ビ「コカイン」ノ

ニ種ノ痙攣毒ヲ家兎ノ皮下・二用ヒ，コノ聞二於

ケル全血総炭酸瓦斯量，全血水素イオン濃度ノ

出動並二白血球像殊二假性エオジン嗜好性白血

球核移動ノ厭態ヲ襯察セルニ，聯力一己ル所ア

リシヲ以テ報告セント欲ス．

第2章實験材料及ビ實験方法

 先報曽於テ既二詳述セルラ以テ，本報二於テハソノ

概略ノ記述二止ムペシ，

 1）實験動物

 盟重2kg以上ノ健常威熟雄性家兎ニシテ2週閲以上

一定ノ嗣料（豆腐粕川少量ノ甘藷ヲ添加ス）ヲ以テ嗣養

セルモノヲ用ヒタリ．而シテ實験ハ何レモ早朝飼料投

興前＝開始シ，實験中ハ食餌ヲ全然奥ヘザリキ．

 2）使用藥品

 「コカイン」ハ5・0％盤酸コカイン」ヲ「ストリヒニンJ

ハ2000倍ノ硝酸ストリヒニソ」ヲ何レモ本目附圏醤院

三局二依頼シテ調製セラレタルモノヲ用ヒ，家兎盟重

二相懸シテ「コカイン」ハソノ2・9乃至3・3ccヲ，「スト

リヒニソ」ハ2・7乃至2・9ccヲ家兎側腹部ノ皮下二注射

セリ，而シテ観察下血珪酸盤嬉嬉衡状態ノ職封照値二

復蹄スル注射後4時間El迄川止メタリ．備實験ハ全家

兎何レモ固定乃至ハ緊縛スル事ナク自由二運動シ得ル

賦態二於テ行ヘリ，

 3）探血

 採血ハ專ラ耳翼末ce ＝近キ比較的細キ翻脈ヲ選ビテ

行ヘリ．尚血液絡炭酸瓦斯量及ビ水素イオン濃度測定

ノ際ノ探血ハ，血液が全ク室氣二鯛接セザル如クニ行

フ事必要aシテ，之ニハ小切創ヲ與ヘタル耳翼ヲ，流

動パラフィン」ヲ盛りタル小シャーレ」二以上シテ三幅

セリ．

 4）血液塗抹標本

 血液塗抹標本ハMay－Giemsa重染色ヲ行ヒ，油浸

襲置ニテ鏡樵セリ．而シテ各種白血球百分牽ニハ200

個ノ白血球ヲ，核移動ニハIGO個ノ假性エオジン嗜好

性自血球ヲ激へ，核移動ハC・。ke， P・nder，杉江i氏法

＝aリテ，牟領解分葉敷ヲ算定シ’テ夫レヲ論ゼリ．伺

核分葉ノ判定ニハ嚴密二漣訓練（Verbindungsfaden）a

依ル眞性分葉ヲ以テ行ヒ，連結橋（Verbindungsbrticke）

二依ル假性分斡旋之ヲ1個ノモノトシテ計算セリ．爾

核ノ位9．＝＝依りテ，銀着ナリテ分葉判定困雄ナルモノ

ニハ爾型二各k％個宛ヲ加算セリ．

 5）白血球激測定

 白血球敷計算目当’rtirk氏液ニテ10倍二可傾シ，

1・evy一一Ilausser血球計算器靴墨レリ．

 6）血液総炭酸瓦斯童測定

 齋藤氏考案ニナル微量血液瓦斯分析装置（被梅血液

量0・1cc）ヲ使用シ，全血二就テ測定セリ．

 7）血液水素イオン濃度測定

 血液水素イオ’ン濃度測定ニハ硝子電極法ヲ探用セ

リ．電極トシテハ吉村氏ノ考案ニナル微量液用硲子電

極（被網血液量約0．07cc）ヲ用ヒテ全血二就テ測定シ，

装置トシテハ同氏ノ設計ニナレル藁室管電位計ヲ組立

テテ之ヲ使用セリ・測定ハ凡テ油恒温槽ヲ嚴密二37。C

一瞬チテ行ヒ，爾血液凝固抑止物質トシテハ2．3％薩

酸加里溶液ヲ使用セリ．

第3章實 験 成績

第1節5．0％盤酸コカイン」

    皮下注射實験

4頭ノ成熟家兎＝ S．O％盤酸コカイン」ヲ，各

家兎ノ盟重二慮ジテ夫々2．9cc（O． 1 459）乃至3．3

cc（0．1659）宛ヲ側腹部ノ皮下二注射セル＝，家

兎1號ハ注射後聞モナク二二三態ヲ呈シテ二二

t 30s ］
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シ，呼吸頻数トナリ，10分後ヨリ間代性痙攣ヲ

起シテ横臥シ，20分頃二著明ナル強直性痙攣ヲ

來セリ．家兎2號ハ注射後5分頃ヨリ，家兎3

號ハ注射後18分頃ヨリ著明ナル彊直性痙攣ヲ來

セリ．家兎4號ハ注射後10分頃ヨリ不安興奮状

態ヲ來シテ躁擾シ，呼吸促逼シ，小ナル痙攣ハ

起セルモ，ソノ時聞短ク，強サモ他ノ3家兎二

比シテ極メテ輕度＝シテ，著明ナル彊直性痙攣

ヲバ一二起サザリキ．

    第1項血液総炭酸瓦斯量

 家兎1，2，3號何レモ痙攣獲作後，EPチ注

射後30分目二於テハ著明ナル全血総炭酸瓦斯量

ノ減少ヲ來セリ．2Pチ家兎1三国注射直前ノ

46．2VoL％ヨリ21．6 Vol．％ s，家兎2號ハ41．8

Vol．％ヨリ26．7 Vo1．％二，家兎3三川51・1 Vol．

％ヨリ26．9Vo】．％トナリテ，夫々封二値ノ46．8

％，63．9％及ピ52．6％ r一極メテ著明ナル減少ヲ

來セリ，伺顯著ナル張直性痙攣ヲ起サザリシ家

兎4號二於テハ，血液総炭酸瓦斯量ノ減少モ

他ノ3家兎二比シテハ極メテ輕度ニシテ，39．1

Vol．％ヨリ33．4 Vol．％トナリテ封等値ノ85．4％

二減少セル＝過ギサリキ．街力・ル血液絡炭酸

瓦斯量ノ著明ナル減少ハ全クー過性二二レルモ

ノニシテ，2時嘱目ニハ家兎1號ハ50．3Vo1．％

トナリテ却ツテ封照値以上二急激ナル増加ヲ來

シ，家兎4同塵37．4 Vol．％トナリテ略1il・t照値二

一1表（イ） 5．0％盤酸コカイン」皮下注射 （家兎1號6 20609）

全1磁絡炭

_瓦斯量

全血1水素イ

Iン濃度
自血球数

各種白経 過 時 闘

假「エ」嗜好

注射量一

  實 敷
封照ヲ
P00．0

gセル
S分率

撫D
開墾 翻ゴー

u畔講
丁数灘  随分率   ｝

     「ｼ前（封照）2．9
克ﾋ後 15  分

@30  分

@1時間
@2時間
@3時間
@4時間．     8

46．2

黷Q1．6－50．3－47．7

100．0

|46．8

|108．9

? ｝

P03・21

7，359

|7，157

|7，440

黷V，402

 ・0

@－
X7．26

@－
P01．10

@『
P00．58

1000144001100．0
@   」」39．5     」

@  謝1鵬   4880匠10．9   5820132．3  、・・…「254・5

39．5 100．0

P00．0

T1．9

P07．6

P19．0

P57．0

P65．8

舗的一半郷懸腕胞）

望

L
嗜

好

O．5

1．O

o

1．5

1．5

0

0

盤 大

命 軍

嗜 身

過 球

6．01 0

5．Oi O．5

2．．51 0

6．01 O．5

3．sl 0

7．5i 1．0

5．01 O

淋巴球
  封照ヲ
   100．0
丁数
   トセル
  百分率

54．0 100．0

54．0 100．0

77．0 142．6

49．5 ］ 91．7

48．0 ss．9

29．5 54．6

29．5 54．6
  1

第1表（・） 5．0％盤酸コカイン」皮下注射 （家兎1號6 20609）

経 假「エ」嗜好

淋巴球籔

假・エ・囎舶血球核移動（鞍灘胞／

過 白血球敷 卒均核労葉数

時 一括ヲ 謝照ヲ 1 1【 III IV V 1封照ヲ

間
實藪

100．0

gセル
實撒

100．0

gセル
實轍

100．0

gセル
百分率 百分野 百分率

直前（封照） 1738 100．0 2376 100．0 30．0 57．0 12．0 1．0 0 1，840
@ i

1 100．0

注射後

15 分 一 一 一 一 31．0 60．0 9．0 0 0 1，780 96．7

30  分 1464 84．2 5498 231．4 42．0 48．0 9．0 1．0 0 1，690
5 91．8

1時間 1904 109．6 2218 93．4 48．0 43．0 8．0 1．0 0 1，620

2時間 2294 132．0 2342 98．6 43．0 51．0 6．0 0 0 1，6eo 88．6

3時間 3608 207．6 1717 72．3 63．0 31．0 6．0 0 0 1，430
［ 77．7

4時間 7336 422．1 3304 139．1 47．0 47．⑪ 6．0 0 0
  11，590

［ 307 ］
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第2表（イ） 5．0％盤酸コカイン」皮下注射 （家兎2號♂23359）

経 注 全血総炭 全血水素イ
白血球籔

各種白血球百分率（蝋瑠胞）

過 射 酸瓦斯量 オソ濃度 假「エ」嗜婦 ヨ 盟 大 淋巴球
時 間 量（cc）

實 激

iv・L％）

封照ヲ
P00．0

gセル
S分率

實轍
ﾉ）

封照ヲ100．00

gセル
S分半

理数

封照ヲ1100．0

gセル
S分率

實激

一門ヲ100．0

gセル
S1分率

」嗜貯
基嗜好 軍核球

實撒

封照ヲ
P00．0

gセル
S分率

一 一『直前（封照） 3．3 41．8 100．0 7，298 100．00 7900 100．0 54．0 100．0 0 1．5 0．5 44．0 100．0

注射後
15  分 一 一 一 一 輌 一 一 一 剛 一 一 一 一

30  分 26．7 63．9 7，206 98．74 6500 82．3 35．5 65．7 0 1．0 0 63．5 144．3

1時間 一 即 一 一
6980 88．4 65．0 120．4 0 2．5 1．0 31．5 71．6

2時間 36．1 86．4 7，325 100．37 6COO 75．9 57．5 106．5 0 2．0 0．5 40．0 90．9

3時間
S時間

一40．8 一97．6 一7，310  一
P00．16

7900

P1200

100．0
P41．8【  1

51．5

V6．5

95．4

P41．7

00．5 1．0

O．5

1．O

戟D5

46．5

Q1．0

105．7

S7．7

第2表（・） 5．0％耐酸コカイン」皮下注射 （家兎2號323359）

経

過

時

間

直前（封照）

注射後
 15  分
 30  分

 1時間
 2時間
 3時間
 4時間

假「エ」嗜好

白血球数

實藪

4266

2308

4537

3450

4069

8568

射照ヲ
100．O

トセル
百分率

100．0

54．1

106．4

80．9

95．4

200．8

淋巴球数

實鞍

3476

4128

2199

2troO

3674

2352

封照ヲ
100．0

トセル
百分野

100．0

118．8

63．3

69．0

105．7

67．7

假・エ・嗜好性帥球核鰍醗魏胞）

1

44．0

46．e

52．0

46．0

52， 0

53．0

1［

48．0

45．0

43．0

49．0

42．0

43．0

III

8．0

9．0

5．0

4．0

6．0

3．0

IV

o

o

o

1．O

o

1．0

v

o

o

o

o

o

o

4s均核分葉敷

概数

1．640

1．630

1．530

1．600

1．540

1．520

封照ヲ
100．0

1・セル

百分率

100．0

99．4

93．3

97．6

93．9

92．7

第3表（イ） 5．0％盤酸コカイン」皮下注射 （家兎3鵬♂ 22909）

羅 注 全血牛田 全血水素イ
白血球数

各種帥球百蝋蝋瑠胞）

過 射 酸瓦斯量 オソ濃度 假「エ」嗜好 望 盟 大 『淋巴球
時 間 量（cc）

晶晶臨
iV・1・％） トセル

S分i率

實数
i最）

封照ヲ100．00

gセル
S分野

實敷
灘i麟

封照ヲ100．0

gセル
m百分率

L嗜好一
基嗜好一 軍核球

實数

醐ゴトセル1百分率

直前（射照）注射後 15  分

『3．2

51．1 100．〇 7，384 100．00

@一一

7640 100．〇
134．0

R2．5

100．0

X5．6

1．5

O．5

1：lli：1
  163．O  I

61．0：100．0

@ 103．3
30  分 26．9 52．6 7，264 98．37 9260 121．2 122．0 64．7 0 72．5 118．8

1時閻 一 一 一 一
7480

 197．9

42．0 123．5 0．5 2．52．5 52．51 86．1

2時間 45．8 89．6 7，399 100．20 6960 9L1 46．0 135．3 0 1．0
11．O

52．0 85．

3時…間 一 一 一 一
8020 105．0 52．0 152．9 0．5 1．0 0．5 46．0・

1 75．

4時間 51．8 101．4 7，382 99．97 12080 158．1 53．5 157．4 1．0
L5t1ゐ

42．5 69．7

［ so8 ］
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第3表（ロ） 5．0％盤1酸コカイン」皮下注射 （家兎3號3 22909）

経

1

假「エ」嗜好

淋巴球敷

假・エ・目論的球核移動（巨細胞）

過 白血1球敬 李均核分葉数

時
 一  ｝ 封照ヲ 1 II m IV V 二二ヲ

間
實蜘 100．0

@トセル3百分率
二二

100．0

gセル
S分i率

實敏
1QQ．0

gセル
S分率

｝ 9   一
直前（封照）注射後 15  分 2598  「  100．O 4660 100．0 40．0

S6．0

51．0

S1．5

8．0

P1．5

01．0 1．0

O

1，710

P，675

100．0

X8．0

30  分 2037 78．4 6714 144．1 45．0 45．0 10．0 0 0 1，650 96．5

1時1間 3142 120．9 3927 84．3 50．0 42．0 7．0 1．0 0 L590 93．0

2時間 32・2 P 123．2 3619」 77．7 53．0 42．0 5．0 0 0 1，520 88．9

3時間
41701  … 160．513689  1 79．2 58．0 38．0 4．0 0 0 1，460 85．4

4時間 6鰯1 248．8 15134 110．2 54．0 39．0 7．0 0 0 1，530 89．5

第4表（イ） 5．0％塵酸コカイン」皮下注射 （家兎4競＄22659）

経

過

注  全血総炭

射  酸瓦斯量

 全血水素イ
        白血球敷

1れ灘

舗帥球百矧耀魏胞）

假「エ」嗜好；瞳大淋巴四
時 間 量（cc）『 一3．0

實 数

iv。L％）

弩器るi因数翻
（PII37eC）t・細思

@  1百螺

弩器洛1L

gセル
S分率

嗜好一2．5
  封照ヲ
遠Q謬19  「百分i率

直前（封照）注射後 15  分30  分

@1時間
@2時間
@3時間
@4時間

｝一R9．1

@－
R3．4

@－
R7．4

@－
R8．0

 0．

gセル
S分率 一1－

P00．〇

@一

 1一［ 一

W5，417，255

@  －@1X隻717』01 「97．2 7．316 1

7．3261100．001688d100．0

@  ＿  8540

@  99．038460d23．0
@  －  7920 115．1       1

@  99．666920

@  －  8420
@  99．869360     1

封照ヲ
?O0．0

gセル
P百分i率一 一  一 一  一

P24．1
P100．6122．4136．0

二二

M   一 ｝   一  

Q5．0

Q1．5

R2．0

R9．0

R3．0

R6．0

S2．0

100，011．0

W6．0

P28．02．O
@ l
X1：1144．01．5168，olO  I

基 軍

n 核

70．5：100．

V2・01102・1

T7．0180．8

S9．5 70．

T7．0 80、
@ ：55。5｝78．7  」

T5・0178・0

eg 4表（ロ） 5．0％盛酸コカイン」皮下注，射 （家兎4號6 22659）

  経

  過

  時

  間

直前（封照）

注射後
 15  分
 30  分

 1時間
 2時間
 3時間
 4時間

假「エ」嗜好
     1

ﾒ巴四二
馳・嗜好齢血球核鋤欄脚

白血球轍 牛均核分葉数

劉照ヲ 封照ヲ 1 II rlI 工V v 二二ヲ

實数
100．0

gセル

   100．0二二   トセル

實数
100．0

gセル
百分率 百分率 百分1率

一

1720 100．0 48501100．O  I 35．0 52．0 12．0 1．0 0 1，790 100．0

18361  」 106．7
61491126．7  1

35．0 50．5 13．5 1．0 0 1，805 100．8

2707｝ 157．4 4822i 99・4 35．0 56．0 8．0 1．0 0 1，750 97．8

3・8gi 179．6   ｛R920・ 80．8 43．0 45．0 12．0 0 o 1，690 94．4

  1Q284「 132．8
39441 81．3  E 43．0 43．0 11．0 3．0 0 1，740 97．2

30311 176．2 46731 96．4 54．0 37．0 9．0 0 0 1，550 86．6

3931 228．5 5148  106．1 51．0 43．0 6．0 0 0 1，550 86．6
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復讐セリ．家兎2號及ビ3號二三テハ2時間目

ニハ未ダ封照値二復節スルヲ得ザリシモ，4時

三目＝ハ夫々40．8 Vol．％及ビ51．8 Vol．％トナリ

テ完全二野照門：二復習セリ．

    第2項血液水素イオン濃度

 4頭ノ家兎何レモ注射後30分目ニハ著明ナル

血液PHノ減少ヲ來セリ．帥チ家兎1號ハ7．359

ヨリ7．157＝，家兎2號）N 7．298ヨリ7．206二，

家兎3號ハ7．384ヨリ726斗二，家兎4號ハ7．3

26ヨリ7．255トナリテ，夫々0．202PH，0．092PH，

0．120PH及ビO．071 PHノ減少ヲ來シ，コノ場

合二於テモ家兎4號二於テハ他ノ3家兎二比シ

テ減少ノ程三階度ナリキ．カ・ルPHノ減少モ

全クー過1生二観ルモノニシテ，2時間目＝ハ全

家隅隅レモ賢君値二復輔セルノミナラズ，却ツ

テ家兎1，2，3號ハ増加ノ傾向ヲ來セリ．

     第3項 白 血 球 藪

 家兎1四二於テハ，痙攣獲作直後ノ注射後30

分目ニハ，注射直前ノ4400二封シ7140二」曾加

シ，1及ビ2時間目ニハ4480及ビ4880トナリテ

略封1照値迄減少セルモ，ソレ以後再ビ増加二轄

ジテ4時間臼ニハ11200トナリテ業f照門ノ2545

％二著明二増大セリ．家兎2號二野テハ，注射

後節度ノ減少ノ状態ヲ來セルモ，3時間目ニハ

韮ナ半値＝復蠕シ，4時聞目ニハ注射直前ノ7900

二封シ11200トナリテ141．8％二増加セリ．家兎3

號二半テハ，注射後30分目ニハ7640ヨリ9260二

増加セルモ，1及ビ2時間目ニハ封照年ヨリモ

輕度ノ減少ノ歌態二低下シ，3時半目ヨリ再ビ

増加二轄ジ4時IIU目ニハ12080トナリテ封照値

ノ158・1％二増大セリ．家兎4三二於テハ，注

射後戸度ノ増加ヲ來セルモ，2時間目ニハー旦

門戸等値二復蹄シ，ソレ以後再ビ増加二向ヒ4時

間目＝ハ注射直前ノ6880二封シ9360トナリテ

136．0％二：噛加セリ．

    第4項各種白血球百分率

野性エオジン嗜好性白血球百分率ハ家兎1，

2，3號二於テハi痙攣i獲作直後ノ注射後30分目

二野テハ著明ナル減少ヲ來セルモ，ソレ以後増

加二韓ジ漸訳著明トナレリ．EPチ家兎1號二於

テハ注射直前ノ39．5％二心シ，30分目＝ハ205

％二著明＝減少セルモ，1時間目ニハ425％＝

増加シ，以後漸次二二トナリテ4時間目ニハ

655％昌増大セリ．家兎2號二於テハ注射’直前

ノ54．0％昌封シ，30分目ニハ35．5％二二明二減

少セルモ，以後増加二二ジ1及ビ4時間目＝ハ

夫々65．0％及ビ765％ヲ示セリ．家兎3號二丁

テハ直前ノ34．0％二丁シ，30分目＝ハ22．0％二

著明二減少セルモ1時間目＝ハ42．0％ ＝，4時

間目＝ハ53．5％二顯著二増加セリ．街家兎4號

二於テハ注射後漸次増加ノ径路ヲ辿り，注射’直

前ノ25．0％二封シ4時間目ニハ42．0％二」曾加セ

リ．淋巴球百分率二四テハ假性エオジン嗜好性

白血球ノ夫レトハ全ク相反的二攣化シ，痙攣増

作直後ノ30分目二於テハ家兎1，2，3號ハ夫
ノe54・．0％ヨリ 77．0％二， 44．0．％ヨ リ 635％二，

61．0％ヨリ72．5％二四著ナル下町ヲ三軒ルモ．ソ

レ以後漸次著明ナル減少ヲ來セリ．樹家兎4號

＝於テハー般二漸次減少ノ経過ヲ辿レリ．「エオ

ジン嗜好性白血球，盤基嗜好性白血球及ビ大朝

核球等ノ百分率二時テハ，ソノ攣化ノ程度一般

二僅少ニシテ特別ナル傾向ヲ云々スル事ヲ得

ズ．省二大白血球ノ絶呼数二就テハ，假性エオ

ジン嗜好性白血球敏ハ家兎1，2，3號二丁テ

ハ，30分目二減少ヲ來セルモソレ以後一般二漸

次著：明ナル増加ヲ來セリ．淋巴球数ハソノ百分

率ノ著明二増加セル30分目＝於テハ回雪或旧著：

明ナル増加ヲ來セルモ，ソレ以後減少ノ状態ヲ

示セリ．然レドモ家兎1號及ピ3號ハ，白血球

敏ノ著明二増加セル4時平目ニハ，淋巴球ノ四

書数モ亦封照値ヨリハ増加ノ欣態ヲ呈セリ．家

兎4早口於テ目凹性エオジン嗜好性白血球数ハ

初メヨリ漸次増加ヲ來シ，淋巴球敏ハ30分目ヨ

リ二度ノ減少ノ歌態ヲ示セルモ4時間目ニハ封

照値ヲ示セリ，

    第5項 二二エオジン嗜好性

       白血球核移動

 4頭ノ家兎何レモ注射後漸次卒均核分葉敷ヲ

減少シ，3乃至4時畳目二於テソノ度最モ強キ

著明ナル左方移動ヲ來セリ．即チ家兎1號二二
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テハ，注射直前ノ1．840二封シ1時四目昌ハL6

20二，3時間目ニハ1．430（最低値：）＝s家兎2

號二三テハ，注射直前ノ1．6斗0二封シ1時間目

ニハ1530二，4時間目ニハ1．520（最低値）二，

家兎3號二期テハ注射直前ノ1．710二封シ1時

聞目ニハ1．590＝，3時間目ニハL460（最低値）

＝，家兎4 ue ・＝於テハ注射直前ノ1．790二封シ

1時三目ニハ1．690＝，3時二目ニハ1．550（最

低値》二減少シ，最：三値ハ封二値ノ夫々77．7％，

92．7％，85．4％及ビ86．6％一華レリ．

    第2節2000倍硝酸ストリヒ

      ニン」皮下注射二二

 4頭ノ家兎ヲ用ヒ2000倍硝酸ストリヒsン」

ヲ各家兎ノ盟重二相慮シテ，夫々2．7cc（1．35mg）

乃至2．9cc（1．45mg）ヲ側腹部ノ皮下二注射セル

ニ，家兎5號ハ注射後10分頃ヨリ不安三態トナ

リ，20分後二猛烈ナル痙攣ヲ獲シー時張直歌態

ノ儘動カズ，少時ハ恰モー見曲淵ルモノノ如キ

観ヲ與ヘタリ．約5分間ヂ下郡シ首ヲ持チ上ゲ

立上ルモ，下肢未ダ強直ノ二三完全ニハ寛解セ

ズシテ歩行充分ナラズ．家兎6號ハ注射後25分

頃ヨリ，家兎7號ハ20分頃ヨリ家兎5號二観タル

が如キ猛烈ナル弧直性痙攣ヲ褒セリ．家兎8號

ハ25分頃ヨリ輕度ノ痙攣ヲ初メ50分頃二強直性

痙攣ヲ來セルモ他ノ3家兎二比シテハソノ程度

幾分二度ナリキ．’尚硝酸ストリヒニン」二二テ

ハ，ソレノ投與ノミニチハ痙攣ヲ嚢セズ，更二

外來ノ刺戟ヲ與ヘテ初国テ惹起スルモノニシ

第5表（イ） 0．05％硝酸ストリヒニン」皮下注射 （家兎5號6 2EO59）

経 注  全血1総炭 全痢1水素イ

白血球敷
舗帥球百川懸細胞）

過  1
｝射

酸瓦斯量 オン濃度 假「エ」嗜好 ヨ 盤 大 淋巴球
時 間

輩  伊州弱る
P（㏄）岬％）舗素

舗鞠胃冒一 一    一     一  →

百分率

男数

封照ヲ
P00．0

gセル
S分率

實数

射照ヲ
P100・0

gセル
S分率

」嗜好
基嗜好 軍核球

門下

封照ヲ
P00．0

gセル
S分率

一
i 一

一『｛ ｝
直前樹照） 2．8 51．6 100．0 7，538 100．00 9780 100．0 43．5 100．0 0 2．5 0．5 53．5 100．0
注射後15  分

一 一 一 一
7640 78．1 60．5 139．1 0 1．0 0 38．5 72．0

30  分 12．0 23．3 7，040 93．39 ユ0400 106．3 39．0 89．7 0．5 1．5 0．5 58．5 109．3

1時間
Q時間
R時間
S時間

■一

S2．8

|48．2

一82．9

黷X3．4

一7，484

|7，527

一99．28

黷X9．85

5680P58・1
P1畿：1・・5・・i1・7湾

55．5

V5．0

U6．0

  127．6

@ 172．4
@ 151．7
U7・01154・0

1．0

P．0

P．0

O

04．01．50．5

2．0

O．5

O．5

O．5

41．5

P9．5

R1．0

R2．0

77．6

R6．

T7．9

T9．8

第5表（ロ） 0．05％硝酸ストリヒニン」皮下注射 （家兎5號S25059）

経 假「エ」嗜好

淋巴球数

假・エ・嗜好舶血温翻（観察細胞100個）

過 白血球数 牢均核分葉数

時 間

實激

封照ヲ
P00．0

gセル
S分率

實撒

封照ヲ
P00．0

gセル
S分率

1 1正 m 1V V
二二

封照ヲ
P00．0

gセル
S分率

直前（写照）・42ε4

ｬ皆後分1 4622

100．0

P08．6

5232

Q941

100．0

T6．2

49．0

T9．0

43．0

R5．0

5．0

T．0

2．0

P．0

1．0

O

1，630

P，480

100．0

X0．8

30  分 4056 95．3 6084 116．3 60．0 37．0 3．0 0 0 1，430 87．7

1時間 2819 66．3 2108 40．3 60．0 32．0 7．0 1．0 0 1，490 91．4

2時間 7050 165．7 1833 35．0 59．0 37．0 4．0 0 0 1，450 89．0

3時間 6046 142．1 2840 54．3 65．0 33．0 2．0 0 0 1，370 84．0

4時間 7035 165．4 3360 642 63．0 34．0 3．0 0 Io 1，400 85．9

［ 311 ］
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第6表（イ） 0．05％硝酸ストリヒニン」皮下注射 （家兎6號6 24309）

経
注1全血総炭 i

全血水素イ
白血球激

各種帥卵焼畷1胞〉

過 則酸瓦濾 オン濃度 假「エ」嗜好 ヨ 盤 大 淋巴二
時 間  1ﾊ1實厳

icc）（V・】．％）

封照ヲ
P00．0

gセル
S分率

實 数
iPH370C）

高湿ヲ
P00．00

gセル
S分率

實数

封照ヲ
P00．0

gセル
S分率

晶晶

晶晶ヲ
P00．0

gセル
S分率

L嗜好
基嗜好 軍核球

亭亭

晶晶ヲ
P00．

gセル
S分率

直前（封照） 2．7 40．9 100．0 7，360 100．00 8600 100．0
t24．0

100．0 1．0
『1．5 『1．5

72．0 100．0

注射後
@15  分
@30  分

i －
P10．4

一25．4 一6，967 一94．66 9200

X640

107．0

P12．1

46．5

R2．0

193．8

P33．3

1．0

O

00 00．5 52．5

U7．5

72．9

X3．8

1時聞 1        ＿

一 一 一
13580 157．9 28．5 118．8 0 0 0．5 71．0 98．6

2時間
R時闇

42．4 103．7 7，288 99．02 7620

V820

88．6

X0．9

54．5

U3．5

227．1

Q64．6

00 0．5

P．0

1：9 44．5

R3．5

61．

S6．5

4時間 41．5 101．5 7，339 99．71 8580 99．8 66．5 27ア．1 0 0
・・5i

32．0 44．

第6表（・） 0．05％硝酸ストリヒ＝ン」皮下注射 （家兎6號8 24309）

過

時

間

直前（封照）

注射後
 15  ：分

 30  分

 工時間

 2時間
 3時間
 4時間

假「エ」嗜好 ：

@       淋巴球数

假・エ・嗜好舶血球核鋤凹脳胞）
一 一

自血1球骸 i 1 牛均核分葉厳

二二

      ｝    一                                     一
@      二二ヲ二二ヲ1

P00．01        100．0    實撒トセル1       トセル

1 1【 皿

、vi  1

V
實敷

二二ヲ
P00．0

gセル
百分率    百分率 百分率

『
2064 100．0 6192  100．0 36．0 51．0 12．0 1．0 0 1，780 100．0

4278 207．314830 78・0 48．0 45．0 7．0 0 1 0 1，590 89．3

3085
149．5：65071105．1   1

49．0 47．0 4．0 0 0 1，550 87．1

3870 ・87・司96421・55・7 49．G 38．5 12．5
 1
O 0 1，635 91．9

4153 201．2 33911 54．8 49．0 44．0 7．0 O l 0 1，580 88．8

4966

T706

240．6126201 42．3   1276．5！2746  44・3●

@  1

55．0

T3．0

42．0

S0．0

3．0

V．0

oI
E1

00 1，480@ 11，540  」 83．1

W6．5

第7表（イ） 0．05％硝酸ストリヒニン」皮下注射 （家兎7號6 26209）

全三諦炭

_瓦斯量
白血球歎

各種帥球百蝋欄翻経過 時 間 全血水素イ

假「エ」嗜好 淋巴球

注射量（cc）一2．9

實戴隠岐
iVcl． e／a）濡雪 謎

封照ヲ
P00．00

gセル
S分i華

實数

勤照ヲ
P00．0

gセル
S分前

實敷

封照ヲ
P00．0

gセル
S分前

ヨレ嗜好

亭亭

封照ヲ
P00．0

gセル
S分率

直前（封照）注射後 15  分

@30  分

@1時間
@2時間
@3時間
@4時間

53．6

@－ i
E2・7

100．〇

黷Q3．7一84．9－99．3

7，426

|7，042

|7，376

|7，419

噸194．8317980 －  906099．33 －99．91ト  メ

5300

U800

W180

100．0

W7．3

P15．0

P30．5

V6．4

X8．0

P17．9

52．0

U8．0

S7．5

T3．5

V2．0

V6．5

V4．0

100．0

P30．8

X1．3

P02．9

P38．5

P47．1

P42．3

1．0 43．0

Q9．5

S9．5

S4．0

Q4．5

P8．0

Q4．5

100．0

U8．

P15．1

P02．3

T7．0

S1．9

T7．0
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第7表（ロ） 0．05％硝酸ストリヒニン」皮下注射

假「エ」嗜好

ｩ血球撒
淋巴球数

「  假「エ」嗜好匪白血球核経 過 時 間

昌昌

射照ヲ
P00．0

gセル
S分率1

亭亭

封照ヲ
P00．Ol

gセル
S分寧

1 1正1 IV

直前（封照）注射後 15  分

@30  分

@1時間
@2時間
@3下聞    ［

@4時間16053    i

3609

S121

R791

S847

R816

T202

100．012984

P14．2t1788

P05．0

P34．3

P05．7

P44．1

P67．7

3950

R986

P299

P224

Q0G4

100．0 39．0

T9．9：47．0
ｪ1：：  旨43．5 53．041．Oi55．067．2 49。0  1

15．0

P2．0

X．0

P1．0

P0．0

V．0

W．0

1；llぜ1…1

第8表（イ） 0．05％硝酸ストリヒニン」皮下注射

（家兎7號3

    V

    o

    o

    o

    o

    o

    o

    e

（家兎8號6

2620g）

tls一二核分葉数

   封照ヲ
   100．0
亭亭
   トセル
   百分率

1．8201 100．0

1．6701 91．8

1．5801 86．8

1．635i 89．8

1．5701 86．3

1．5201 83．5

1．610P gg．5

2680g）

    」o 旨注1全血総濠
ﾟ      酸瓦斯量   F

全血水素イ

Iン濃度
白血球敷

各種自血箱蝿欄細胞）

假「エ」嗜好 淋巴球    1@  漸時  1雨量激    ！間  1（・c）1（V・L％）   ＿i

二品ヲ
P00．0

gセル
S分率

蘭艦トセル

S分率

實激

封照ヲ

u實激
灘1嗜百分率

｛好
球1導引・セル

樹照ヲ
P00．0

K適率
畷鯉㌍30 分  1－ 1時間1 ：12．8    ｝  ll翻■3乏04時間…151．3

100．0

≠Q3．560．7－94．3

7，397

≠V，2587，367一7，403

100．00

@＝

X8．12

X9．59

@一
P00．08

7880

U720

W860

X480

|11146・｝

112．4

P20．3

V7．4

P06．3

P45．4

  1
100．0

P31．4

?S7．1

P03．9

P86．3

Q51．0

Q39．2
@ 」

0．5

O．5

O0 1

64．0

T9．5

U8．5

S5．0

R3．5

R0．5  「

68．0｛10。．O  l   94．1

@  87．5

@ 100。7
@  66．2

@  49．3

@  44．9

第8表（ロ） 0の5％硝酸ストリヒニン」皮下注射
（家兎磯δ268・、）

経
假「エ」嗜好 ｝

淋巴函数

假・エ・慣性月球核移動催灘胞）

過 白血球籔 ［鞠齢四
時 封照ヲ 封照ヲ 1 II 1∬ IV vl 封照ヲ

間
亭亭 謙戸数 100．0

gセル
S分野

1實数 100．0

gセル
S分率

一  一

『直前（封照） 2009 100．025358  1 100．0 48．0 44．0 7．0 1．0 0 1，610 100．0
注射後 15  分

@30  分

2251

R323

112・0 80．3

X8．4

58．0

T8．0

36．0

R7．5

6．0

S．5

00 OG 1，480

P，465

91．9

X1．0

1時間 2512 125・o 奄U494 121．2 58．0 38．0 4．0 0 Ol 1，460 90．7

2時間
R時間

2898

T363

144．3

@ ｝Q66．9 2807

2745 51．2

T2．4

66．0

U7．0

31．0

R2．0

3．0

P．0

00 0・1 1，370

P，340

85．1

W3．2

4時間 6991 348．013495  1
65．2 58．0 36．0 5．0 1．0 ・1 1，490 92．5
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テ，余バカ・ル目的ノタメニ耳翼ヲ引張ル事，

床上デ足踏シテ大キナ音ヲ獲スル事，或ハ家兎

ヲ3尺位ノ高サヨリ床上二墜落スル等ノ操作ヲ

行ヘリ．’

    第1項血液総炭酸瓦斯量

 全家兎何レモ痙攣野作直後二極メテ著明ナル

血液総炭酸瓦斯量ノ減少ヲ來セリ．EPチ家兎5，

6，7號ハ注射後30分目＝ハ夫々51．6 Vo1・％ヨ

リ12．O Vo1．％＝，40．9 Vol．％ヨリ10．4 Vol．％・＝，

53．6 Vol．％ヨリ12．7 Vol．％ ＝，家兎8號ハ1時

間目＝54．4 Vol．％ヨリ12．8 Vol．％トナリテ，夫

々封照値ノ23．3％，25．4％，23．7％及ビ235％二

極メテ急激ナル減少ヲ來セリ．然レドモカ・ル

顯著ナル減少モ全ク一過性二丁レルモノニシ

テ，家兎6號ハ2時吊目二既出封雪垣二全ク復

節シ，ソノ他ノ3家兎モ4時明目ニハ口封照値

回復鯖スルヲ得タリ．

    第2項血液水素イオン濃度

 4頭ノ家兎何レモ痙攣獲作直後ノ注射後30分

目（家兎8號二於テハ1時凹目）ニハ急激ナル血

液PHノ減少ヲ來シ，血液反慮ノ著明ナル酸性

側移動ヲ來セリ．EPチ家兎5號ハ7．538ヨリ7．0

40 ＝，家兎6號ハ7．360ヨリ6．967二，家兎7

號ハ7．426ヨリ7．042二，家兎8號ハ7．397ヨリ

7．258トナリテ，夫々O．498PH，0。393 PH，

0。384PH及ビ0．139 PHノ著明ナル減少ヲ來セ

リ．カ・ル血液PHノ骨筆ナル減少モ全クー過性

二四プル・モノ；シテ，2時間野司ハ既二夫々

7．484，7．288，7．376及ビ7．367トナリテ著明二恢

復シ，4時下目ニ一封照値二全ク乃至ハ大凡復

蹄スルヲ得タリ．

     第3項 白 血 丁数

 家兎5號二於テハ注射後15分目ニハ9780ヨリ

7640 ＝減少シ，30分目＝ハ10400二下学ノ増加

ヲ來セルモ，1時三目ニハ再ビ5680二著明二減

少セリ．ソレ以後ハ漸次増加ノ径路ヲ辿りテ4

時二目ニハ10500ヲ示セリ．家兎6號二於テハ

注射後1時問目迄漸次増加ノ径路ヲ辿り，1時

丁目ニハ直前ノ8600二封シ13580トナリテ封照

値ノ157．9％二増加セルモ，2及ビ3時聞目二

ハ鮒下値以下二減少シ，4時三目ニハ堂撚値二

三餓セリ．家兎7號二丁テハ注射後15分目ニハ

6940ヨリ6060二輕微ノ減少ノ傾向ヲ門口ルモ，

ソレ以後30分目，1時間目ト漸次増加シテ1時

間目ニハ9060目下セリ．2時間目ニハー時封照

値以下＝減少セルモソノ三二ビ増加ヲ來シ，4

時間目ニハ8180ヲ示セリ．家兎8號モ注射後15

分目ニハ7880ヨリ6720二四度ノ減少ヲ二百ル

モ，以後増加ヲ來シテ1時間目＝ハ9480二増大セ

ルモ，2時間目＝ハ封照値：以下＝減少シ，亥ヂ

再ビ漸次増加シテ4時聞目ニハ11460ヲ示セリ．

    第4項各種白血球百分率

 假性エオジン嗜好性白血球百分率ハ注射後15

分目（家兎8號二二テハ30分目迄）ニハ何レモ著

明ナル増加ヲ來セルモ，痙攣褒作直後EPチ家兎

5，6，7號二二テハ30分目二，家兎8號二二

テハ1時二目ニー時著明ナル減少ヲ來シ，家兎

5二二ビ7號ノ如キハ封照門以下二物モ低下セ

リ．ソレ以後ハ再ビ著明ナル増加二二ゼリ．即

チ家兎5號＝於テハ注射直前ノ43．5％二四シ，

15分目ニハ60．5％二増加セルモ，30分目＝ハ

39．0．％ ＝減少シ，ソノ後門ビ増加二韓ジ2時間

目ニハ75．0％（最高値）ヲ示セリ．家兎6號二於

テハ注射直前ノ24．0％二二シ，15分目ニハ465

％二増加セルモ，30分目及ビ1時陶目ニハ32・0

％及ビ28．5％二減少シ，後再ビ増加二韓ジ4時

聞目ニハ665％（最二値）ヲ示セリ．家兎7號二

於テハ注射直前ノ52．0％二等シ，15分目ニハ

68．0％二増加セルモ，30分目＝ハ475％＝減少

シ，後引ビ増加二二ジ3時四目ニハ765％（最

高値）ヲ示セリ．家兎8號二於テハ注射直前ノ

255％：・ ￥’tシ，15分目及ビ30分目ニハ夫々335

％及ビ375％二増加セルモ，痙攣二三直後ノ1

時間目＝ハ265％二減少セリ．ソレ以後手ビ増

加二二ジ3時間目ニハ64．0％（最高値）ヲ示セ

リ．淋巴球’百分率ハ假性エオジン嗜好性白血球

ノ夫レトハ全タ相反三二攣化シテ，注射後減少

セルモ痙攣獲作直後一時増加ヲ來シ，ソレ以後

再ビ著明ナル減少二三ヘリ．「エオジン嗜好性白

血球，盤基嗜好性白血球及ビ大軍核球等ノ百分

［ 314 ］



血液酸盟基李衡，主トシテ實験的アチドージス」h白血球核移動トノ關係 315

率二就テハソノ攣化ノ程ec一一一二僅少Sシテ特

別ナル傾向ヲ云々スル事ヲ得ズ．伺二大白血球

ノ實敷二一テハ，假性Xオジン嗜好性白血球数

ハ家兎5一一1時聞目二減少ヲ示セルモ2時間

目ヨリ著明ナル増加ヲ來シ，家兎6號ハ30分目

＝於テ15分目ノ著明ナル」曾加ヨリ稻減少＝向ヘ

ルモ，以後漸次著明二増加セリ．家兎7號ハ30

分目ニー一封二値＝復齢セルモ，ソノ他二於テ

ハー一般二漸次著明二増加セリ．家兎8號ハ1時

間目＝於テ30分目ノ著明ナル増加ヨリ梢減少ヲ

’平戸ルモ以後漸次著明二増加セリ．淋巴球数ハ

全経過中二於テ痙攣厚作直後ニハ一時封照値以

上二反擾的増加ノ欣態ヲ呈セルモ，一般二漸次

著明ナル減少二三ヘリ，

    第5項適性エオジン嗜好性

       白血球核移動

 4頭ノ家兎何レモ注射後漸次手均核分葉数ヲ

減少シ，3時出目二周忌ソノ度盛モ強キ著明ナ

ル左方移動ヲ來セリ．帥チ家兎5三二於テハ注

射直前ノ1．630二封シ，1時聞目口ハ1．490二，

3時間目ニハL370二，家兎6號二於テハ注射

直前ノ1．780二封シ，1時間目一掴1．635＝，3

時間目＝ハ1．480二，家兎7號二五テハ注射直

前ノ1．820二封シ，1時間目ニハ1．635＝，3時

聞目ニハ1．520＝，家兎8號二於テハ注射直前

ノ1．610二封シ，1時間目ニハ1．460＝，3時間

目雲脚1．340トナリ，各家兎二於ケル平均核分

葉数ノ最低柳町斐管外ノ夫々84．0％，83．1％，

83．5％及ビ83．2％二當リ著明ナル減少ヲ來セ

リ．

第4章総括及ビ考按

 余ハ8頭ノ成熟家兎ヲ4頭宛2群二分チ，第

1群ニハ5．0％1謹酸：コカイン」ヲ，第；2群＝ノ、20

00倍硝酸ストリヒニン」ヲ，各家兎ノ禮重＝相

慮シテ，前者ハ2．9cc（O．1459）乃至3．3cc（0・16

59）宛ヲ，後者ハ2．7cc（1・35mg）乃至2・9cc（1・4

5mg）宛ヲ家兎側腹部ノ皮下二注射シ，人工的

二痙攣ヲ惹起セシメ，コノ舞戸於テ主トシテ血

液総炭酸瓦斯量，血液水素イオン濃度及ビ假性

エオジン嗜好性白血球核移動等ノ攣動ヲ，併セ

テ白血球数及ビ各種：白血球百分率等ノ斜照ヲ槻

察セリ．各家兎二於ケル夫々ノ實験成績ノ詳細

ハ既二第；3章二於テ詳述セルラ以テ，本章二於

テハ之等ノ實験成績ヲ各群二就テ平均セルモノ

ヨリ総括ヲ試ミ（第9，10表，rg 1，2圖），併

セテ先人ノ文CU ＝徴シテ考按ヲ試ミント欲ス．

 1）5．0％盛酸コカイン」注射實験

 塵酸コカイン」ノ痙攣ヲ起スペキ量二就テハ

各家兎＝依りテ若干ノ個盟的差異アリテ，其最：

小量ハ不定ナルモノノ如シ．又晒物吸牧ノ単玉

＝モ關係スルモノニシテ例ヘバ静脹内注射＝依

りテハ皮下注射量ノろ釦量＝テモ起シ得ルトノ

報告アリ．伺「コカイン」二依ル痙攣ハ大言皮質

第9表  5．0％潮通コカイン」皮下注射實験ノ総括（家兎4頭ノ李均）

経
過
時
間

直前（封照）

注射後
 15  分
 30  分

 1時閲
 2時間
 3時間
 4時間

全酸
血1瓦

総斯
炭量

100．0

62．2

95．2

99．9

全

血

PH

100．00

98．35

100．33

100．14

白

血
球
激

100．0

122．2

100．8

94．6

114．9

172．6

假好
「百

ご分

嗜率

100．0

77．6

126．9

123．2

137．3

158．2

字分
巴i率

球
百

100．0

121．6

79．9

85．5

78．6

62．5

假好
実証
」数
嗜

100．0

93．5

129．1

117．2

159．9

275．1

淋敷
地
球
實

100．0

148．4

80．5

81．7

gg．4

105．8

假町分
三牛葉
」均数
々核

100．0

96．4

92．2

93．1

85．9

88．8
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第1圖 5。0％肇酸コカイン」皮下注射

     （家兎4頭ノ牢均）

1co

1se

           おぬ な

馨 ：＝二二＝＝齪憲雛
建 ……・・…・…蝋・H
射              假「エ」商圏2F均核分葉鮫
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嫡男‘盛』智＿

轟  1     2

→経渦時聞

3 4

ノ刺戟二二リテ起ルモノナルヲ以テ，大臓皮質

ヲ切除セル動物二二テハ「コカイン」二依リテ痙

攣ヲ起ス事ナシト云ハル．

 1）血液総炭酸瓦斯量

 4頭雫均セルモノニ就テ観ルr一，痙攣旧作直

後ノ注射後30分ロニ於テハ，封三値ノ62．2％二

著明ナル血液総炭酸瓦斯：量ノ減少ヲ來セリ．而

シテカ・ル減少ハ全クー過性＝來レルモノニシ

テ，2時丁目＝ハor ＝ 95．2％二迄恢復シ，4時

間目ニハ99．9％トナリテ全ク封照値二二蹄セ

リ．之ヲ文ue ＝＝徴スルニ，柳井一矢吹ハ家兎二

5．0％盤酸コカイン」ノ2～3ccヲ皮下二與ヘテ，

痙攣直後一過性二著明ナル血漿炭酸瓦斯含有量

ノ減少及ビ比較的迅速ナル恢復ヲ槻，志村ハ家

兎二5．0％盤酸コカイン」ノ0．5ccヲ静脈内二，

或ハ1．0～4．Occヲ筋肉内二注射シテ申毒死＝陥

ラシメ，コノ際ノ左右心室血液ノ炭酸瓦斯含有

量ヲ調べテ著明＝減少セルラ認メタリ．伺柳井

一矢吹ハ痙攣ヲ起サザリシ家兎二於テハ，痙攣

ヲ起セシ家兎二比シテソノ減少度極メテ輕少ナ

リシヲ槻タルモ，余ノ實二二於テモ著明ナル強

直性痙攣ヲ途二起サザリシ家兎4號二於テハ，

他ノ3家兎二比シテソノ攣化ノ程度極メテ輕少

ニシテ氏等ノ所見ニー致セリ．

 2）血液水素イオン濃度

 痙攣獲作直後ノ注射後30分目ニハ，4頭平均

O，121 PHノ著明ナル血液PHノ減少ヲ來セリ．

コノ血液PHノ攣三二於テモ家兎4號ハ他ノ3

家兎ノ何レヨリモ減少ノ度外度ナリキ．カ・ル

血液PHノ減少帥チ血液反慮ノ酸性側移動ハ丁

丁後全クー過性二來レルモノニシテ，2時間目

ニハ既二溝退セルノミナラズ却ツテ輕度ノPH

ノ増加ヲ來セリ．

 3）白血球籔

 4頭雫均セルモノニ就テ観ル＝，注射後30分

目ニハ当f二値ノ122．2％二輕度ノ増加ヲ來セル

モ，1時聞目ニハ封照値二復蹄シ，2時間目＝

ハ94、6％トナリテ門門ノ減少ノ歌態ヲ來セリ．

然レドモ3時間目ヨリハ再ビ増撫二二ジ，4時

聞目ニハ172．6％二著明ナル増大ヲ示セリ．之

ヲ文獄二徴スルニ，牧野ハ艦重32509ノ家兎二

：余ノ月」ヒタルヨリモ遙カニ少量ノ0．005gノ盤酸

コカイン」ヲ皮下＝注射シ，注射後1－3時間

＝ハ白血球撒減少シ，ソレ以後著明二増加スル

ヲ観タリ．

 4）各腫白血球百分率

 4頭雫均セルモノニ就テ観ルニs假性エオジ

ン嗜好性白血球百分率ハ痙攣獲作直後ノ30分目

ニハ封照門ノ77．6％二著明ナル減少ヲ來セル

モ，ソレ以後堰二二轄：ジ1時二目ニハ126．9％

二，4時闇目ニハ1582％（最高値）二増加セリ．

淋巴球百分率ハ假性エオジン嗜好性白血球ノ夫

レFハ全ク相反的二二化シ，30分目＝ハ増加セ

ルモ1時間目ヨリ漸次著明二減少セリ。「エオ

ジン嗜好性白血球，塵基嗜好性白血球及ビ大箪

核球等ノ百分i二二就テハ攣二一me ＝僅少ナルカ

或ハ動揺状態不規則＝シテ特別ナル傾向ヲ云々

スル事ヲ得ズ．街假性エオジン嗜好L性白血球縄

封藪ハ30：分目＝ハi監f照値ノ93．5％＝減少セル

モ，1時間目＝ハ増加二輻ジ，以後漸次著明ト

ナリテ4時間目ニハ275．1％二肥大セリ．淋巴

球絶封数ハ注射後30分目ニハ148・4％刑罰明二

増加セルモ，1時聞目ニハ805％二減少シ，ソ

レ以後3時早目迄ハコノ状態ヲ半帖シ，4時聞

目ニ口叩封照明ヲ示セリ，

 5）假性エオジン嗜好性白血球核移動
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 4頭ノ家兎何レモ注射後漸次干均核分葉数ヲ

減少シ左方移動ヲ來セリ．今李均核分葉藪ノ4

頭平均セルモノニ就テ観ルニ，1時間目二・幽

照値ノ92・2％二，3時間目＝ハ85．9％（：最低値）

二著明ナル減少ヲ來セリ．而シテ4時上目ニハ

88．8％トナリテ恢復ノ傾向ヲ示セリ．之ヲ文職，

二徴スルニ，牧野モ「コカインコ皮下注射後核型

ノ左方移動ヲ観，余ト所見ヲ等シクセリ．

 II）2000倍硝酸ストリヒニン」注射實験

 Falck， Schwartze等ノ報告白白レバ，各脊椎

動物二依リテ「ストリヒニン」ノ感受性ヲ異ニ

シ，哺乳類及ビ人類ハ冷血動物二比シテ遙二感

受性高ク，犬，猫及ビ家兎等；ニハ艦重當kgO．35

－0．6m9ノ二丁二依リテモee ＝致死セシメ得ル

ト謂ヘリ．余ノ實一二三テ観ルニ，蝕二報告

セル4頭ノ家兎二於テハ，皮下二投與セシ硝

酸ストリヒ＝ン量ハ，丁重當kgO．559，0．556，

0．553及ビ0541mg二相當スルモ，各家兎何レ

モ猛烈ナル痙攣獲作後恢復スルヲ三下リ．然レ

ドモ之ト略等量ヲ與ヘシ他ノ2頭ノ家兎二二テ

ハ，猛烈ナル勢門ト共二致死セシ事ヨリ観レ

バ，家兎二封スル硝酸ストリヒニン」ノ致死量

モ大凡コノ附近二存在スルモノノ如ク思考サ
ノレ．

 「ストリヒニン」ハ著シク中門祠1経系＝於ケル

反射興奮性ヲ充メ，大量＝テハ同時＝屈筋ト伸

筋トノ間二生理的二存スル神維性相互制止作用

ヲ白白セシメ，從ヒテ五官ノ知白州維ノ末梢ヨ

リ來レル刺戟二二リテ，反射的二全身筋肉二強

直ヲ起ス＝至ラシムルモノナリ．「ストリヒニ

ン」ノ特異ナル作用ハコノ弧直ヲ起サシムル事

ナルモ，中福祠i経系ハ決シテ「ストリヒニンj＝

依りテ直接二刺戟興奮セラル・事ナキ故，一定

ノ種類ノ外來ノ刺戟必要ニシテ，コノ際1燭1毘，

覗主意ビ蕪畳等ノ刺戟ハ容易二甚ダシキ強直ヲ

誘獲スルモ，皮膚ノ化學的刺戟，疹痛性刺戟叉

ハ内臓等ノ刺戟ハ何等反響ヲ來ス事ナシト云ハ

7V．

 1）血液総炭酸瓦斯：量

 硝酸ストリヒ＝ン」ノ皮下注射二二リテ，痙

攣旧作直後ノ注射後30分目（家兎8號ノ1時間

目測定値ハ便宜上30分目二繰上ゲテ平均ス）ニ

ハ，4頭雫均二野テ封照値ノ24．0％二極メテ顯

薯ナル血液総炭酸瓦斯量ノ減少ヲ來セリ．而シ

テカ・ル著明ナル減少モ二二後全クー過性＝來

レルモノニシテ，2時二目ニハ83．1％二急激ナ

ル恢復ヲ示シ，4時聞目ニハ97．1％Fナリテ門門

照値二丁蹄セリ．之ヲ文織二二スルニ，Kionka，

柳井矢吹，酒井ハ家兎二，松井ハ犬二二テ，

何レモ「ストリヒニン皮下注射二依ル痙攣直後

＝，著明ナル血漿炭酸瓦斯含有：量ノ減少スルヲ

観，志村ハ家兎二経口的二投與シテ中毒死二こ

口シメ，左右心室血液ノ炭酸瓦斯：量ノ著明二減

少セルラ観タリ．：Ludwig－Ebsterハ家兎＝「ス

第10表  0の5％硝酸ストリヒニン」皮下注射實験ノ総括 （家兎4頭ノ李均）

経 全酸 全 白 假好 二分 假好 淋敷 假好分
母時 血瓦

克z
血

血球 三百」分 巴率 「臓器

G貝
k激

巴球 「新葉工L端数

間 炭量 PH 数 嗜率 百 嗜 實 嗜核

直前（封照）
  」
P00．0

｝100．00
100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0

注射後 15  分

引 一
■89．4 148．8 76．9 135．5 68．6 91．0

30  分 24．0 95．25 111．5 115．4 101．4 128．8 113．1 88．2

1時間 一 一
116．7 113．3 94．8 128．3 112．7 91．0

2時間 83．1 99．31 84．6 181．1 55．4 154．2 46．1 87．3

3時間 一 一
97．2 203．6 48．9 198．4 47．5 83．5

4時間 97．1 99．89 117．6 203．2 51．5 239．4 60．21  ｝ 88．4

備考 家兎8號ノ血液総炭酸瓦斯量及ビ血液PH／1時間目（痙攣畿作直後）測定値ハ便宜

  上30分目二繰上ゲテ4頭牛均セリ．
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第2コ口．05％硝酸ストリヒ＝ン」

 皮下注射 （家兎4頭ノ4s均）

     ・一… 。一・・ 白血王求敏

    一一・一・一・假「エ」嗜好百分摩
  瞼   ＿＿＿＿一血液維疾酸瓦斯節
  復 ……・・…・一血液・H
  il            假「エ」嗜好平均核分葉敏

  射
 200                ．！

          ／          ！馴
         ／
        ／
        ／
 15・へ   ／
   （    ！

   1、 ／
   ロ

ll毒タ…
靴／
｝，H

i  l      2

一『ﾓ綬過臼～lill

“”
@3 4

トリヒ＝ン」ヲ静脈内二注射シ，二一＝依りテ皮下

注射ノ際痙攣二先立チテ現ハル、過換氣ヲ防ギ

テ動脈血L二就キテ槍シタルニ，痙攣時二於テハ

呼吸停止ノタメ血液総炭酸瓦斯量ハ増加シ，獲

作後急激二減少スルヲ観タリ．th柳井一矢吹，酒

井ハ痙攣去ルト共二血漿炭酸瓦斯含有量ノ攣化

ハ比較的迅速二恢復シ行クヲ観タリ．余ハ「スト

リヒニン」ノ皮下注射二依リテ痙攣護作直後＝．

一過性＝極メテ著明ナル全血総炭酸瓦斯量ノ

減少ヲ來セル事並ニソノ後二於テ比較的速カナ

ル恢復ヲ來スヲ認メタルモノニシテ，前述諸氏

ノ槻タル所ト略等シキ所見ヲ得タルモノナリ．

 2）血液水素イオン濃度

 痙攣罪作直後ノ注射後30分目（家兎8號ノ1

時聞目測定値ハ便宜上30分目二繰上ゲテ卒均

ス）ニハ，4頭準均0．354PHノ著明ナル全血

PHノ減少ヲ來セリ．カ・ル血液丁丁ノ著明ナ

ル酸性側移動モ嚢作後全クー過三二來レルモノ

ニシテ，2時間目ニハ既二可ナリニ恢復シ，4

時聞目ニハ二二照二二復館セリ．之ヲ文献二徴

スルニ，Peiperハ「ストリヒニン痙攣後血液ア

ルカリ度ノ著明ナル減少ヲ來セルラ観，H6ber

ハ家兎ノ静脈内二，松井ハ犬ノ皮下二注射シ

テ痙攣i護作後血液PHノ減少ヲ認メタリ．Liu－

Krtigerハ家兎ヲ用ヒテ門門ヲ行ヒ，「ストリヒ

ニン」ノ少量静脈内注射二依リテハ血液PHハ

屡々一過性二増加スルモ，大量ヲ静営内又ハ筋

肉内二注射スル時ニハ3乃至4分野内二痙攣嚢

作ト殆ンド同時二著明ナル血液PHノ減少ヲ來

セルラ認メタリ．

 3）白血球数

 4頭準均セルモノニ就テ観ルニ，注射後15分

目＝ハ封照値ノ89．4％二減少セルモ，30分頃ビ

1時間目明ハ115．4％及ビ113．3％二輕度ノ増加

ヲ來セリ．而シテ2及ビ3時間目性ハ封等値ヨ

リモ再ビ輕度ノ減少ヲ燈下ルモ，4時間目ニハ

再ビ117．6％二輕度ノ増加二三專ゼリ．之ヲ文鰍

＝徴スルニ，Poh1ハ犬＝o．5mgノ硝酸ストリヒ

ニン」ヲ内服セシメテ2時半目鼻ノ経過ヲ観察

セル＝，白血球藪ハ最高66％迄増加セルラ観，

岡島ハ家兎二〇．1％水溶液ヲ用ヒテ，硝酸スト

リヒニン」 ノ0．15／tJ至0．25m9ヲ静月町内二注射

シ，反射興奮性昂進乃至一興度ノ痙攣ヲ惹起セ

シメテ，注射後70乃至110分二於ケル血液像ヲ

調べタル＝，自血球数ノ多少減少スルヲ認メタ

リ．酒井ハ2000倍硝酸ストリヒニン」ヲ用ヒテ

罷重工kg LOccヲ家兎ノ皮下二注射セル・㍉白

血球藪ハ注射後著明ナル増加ヲ來セルモ，1時

閥後半藪講和蹄シ，1．5時間ヂ原理以下二減少ノ

傾向ヲ示シ，次ヂ再ビ塘加スルモ3時間目以後

一帯少ノ傾向ヲ來スヲ観タリ．牧野ハ家兎二

〇．2mgノ硝酸ストリヒニン」ヲ皮下二注射シテ

白血球数ノ増加ヲ観，青沼ハ禮重當kgO・2，0・1及

ビ0．02mgノ硝酸ストリヒニン」ヲ家兎ノ静守

内二注射セルニ，白血球歎ハ初期減少シテ或ハ

減少ヤズシテ直二増加二移行シ，2乃至3時聞

目＝ハ63．0％ヲ；喰加スルヲ認守刀リ．要之，硝

酸ストリヒニン」三二時ノ白血球敏ノ攣学用關

シテハ，投與量，投與方法三二痙攣獲作ノ有無及

ビソノ弧一等二依リテ自ラ異ナルベキハ勿論ナ

ルモ，余ノ實験二就テ之ヲ観，併セテ前述諸氏

ノ業績二按ズルニ，著明ナル痙攣護作ヲ三口シ

ムル時＝ハ，ソノ経過二於テ輕度ノ白血球藪増
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加ヲ來ストハ難モ，之ヲ時間的＝詳細二観察ス

ル時ニハ，カナリノ動揺性ヲ示スモノト云ハザ

ルベカラズ．

 斗）各種白血球百分牽

 假性エオジン嗜好性白血球百分率ハ注射後15

分目＝ハ著明ナル増加ヲ來セルモ，痙攣獲作直

後ノ30分目（家兎8號二於テハ1時聞目）ニハ封

照値＝近ク或ハソレ以下二迄モ減少シ，2時早

目ヨリ再ビ著明ナル増加＝向ヘリ．即チ4頭舟

戸セルモノ自書テ観ルニ，15分目三際148．8％

二増加セルモ，30分目ニハ115．4％二低下シ，

2時間目ニハ181．1％二著明二増加シ4時間目

北口203。2％ヲ示セリ．淋巴球百分率ハ假性エ

オジン嗜好性白血球ノ夫レトハ全ク相反的二攣

化シテ，嚢作直後ノ30分目（家兎8號二於テハ

1時明目）ニ世心般二勤照値以上二反機的増加

ヲ來セルモ，ソノ他バー般二漸次著明二減少セ

リ．「エオジン嗜好性白血球，盤基嗜好性白血

球及ビ大軍核球等ノ百分率二就テハ，ソノ攣化

ノ程度一般二僅少且ツ動揺歌態不規則ニシテ特

別ナル傾向ヲ云々スル事能ハズ．樹二大白血球

ノ縄目藪一粒テハ，4頭柳町セルモノニ於テ観

ルニ，假性エオジン嗜好性白血球藪ハ30分及ビ

1時聞目二梢低下ヲ來セル以外ハ，一般二漸次

著明二増加シテ4時間目＝＝ハ封」照値ノ239．4％

（最高値）二増大セリ．淋巴球藪ハ30分及ビ1時

間目引ハ封照雨以上二反機的増加ヲ來スモ，ソ

ノ他バー般二著明ナル減少ヲ示シ，2及ビ3時

下目二夫々封照値ノ46．1％（最低値）及ビ47・5％

ヲ示セリ．之ヲ文献二歩スルニ，岡島ハ注射後70

分乃至110分二丁ケル血液像ヲ調べテ1假性エ

オジン嗜好性白血球百分率ノ増加及ビ淋巴球百

分率ノ減少スルヲ観，酒井ハ假性エオジン嗜好

性白血球ハ注射後15分ヲ過ギルト百分率絶笹藪

共二増加シ，其絶封数ノ増加率ノ浩長日白血球

総数ノ夫レト相一致シテニ位相的増加ヲ示シ，

淋巴球ハ15分目ニハ百分率及ビ羅封数ノ増加ヲ

示スモノ多ケレドモ，次ヂ百分率減少シテ2時

聞目以後ハ百分率及ビ絶封数日トモニ著明二減

少スルヲ観，青沼ハ淋巴球ハ初期30分目ヨリ1

時聖目二郷激二減少シ，其ノ減少ノ強キモノ程

白血球藪ノ初期減少モ大ニシテ，之二反シ假性

エオジン嗜好性白血球ハ初期著シキ開化ヲ示サ

ザルモ，2時間目ヨリ急激二子加シ3乃至4時

聞目明最モ著明ナルヲ観タリ．余ノ實験二於テ

ハ前述セル如ク平筆エオジン嗜好性白血球ハ百

分率絶封数白馬注射後漸次増加シ，殊二2時軽

目ヨリ著明トナリ，淋巴球脚百分率縄恥曝共二

漸次減少シ，殊二2及ビ3時闇月二於テ最モ著

明トナレル黙ハ前述諸氏ノ所見二略似タルモ，

余ノ痙攣直後二於テー時假性エオジン嗜好性白

血球ハ百分率絶玉串共二急激二減少趨向ヒ，之

二反シテ淋巴球ハ百分牽羅鞍馬共二反擾的二増

加ノ傾向ヲ來ス黙二特＝注目セルハ，前述諸氏

ト柳ヵ所見ヲ異ニスル所ナリ．

 5）假性エオジン嗜好性白血球核移動

 4頭ノ家兎何レモ注射後15分目ヨリ既二著明

ナル平均核分葉数ノ減少ヲ來シ，以後釜々顯著

トナリ3時間目＝最低値ヲ示セリ．今4頭平均

セルモノニ就テ観ルニ，15分目ニハ封1照値ノ

91．0％二，2時間目ニハ87．3％＝，3時明目二

’ハ83．5％トナリテ漸次著明＝減少セルモ，4時

間目ニハ88．4％二増加シテ恢復ノ傾向ヲ示セ

リ．之ヲ丈献二徴スル＝，Altschullerハ12人ノ

患者二硝酸ストリヒニン」ヲ梢長期聞二亘リテ

皮下二注射セルニ，早管轄痴呆患者ノ中＝テ初

メヨリ核分葉敷ノ低キ者二於テハ陰性ノ結果ナ

リシモ，ソノ他ノ患者二於テハ中性嗜好性白血

球核型ハ徐々二左方移動ヲ來セルラ観，樹数人

ノ患者二就テ注射後70分迄ノ草戸ヲ行ヘルニ，

直後ニー過性別左方移動ヲ來セルラ観タリ．ソ

ノ他酒井ハ2時間目以後ノ假性エオジン嗜好性

白血球ノ第二次増加ノ時期二於テハ，核型ハ四

度ノ左方移動ヲ來セリト云ヒ，牧野，青沼モ左

方移動ヲ來セルラ観潮リ．余モ亦家兎二猛烈ナ

ル張直性痙攣誘厚子ノ硝酸ストリヒニン」ヲ皮

下二注射シ，著明ナル假性エオジン嗜好性白血

球核ノ左方移動ヲ観光ルモノニシテ，前述諸氏

ノ所見ト略一致セル結果ヲ牛馬ルモノナリ．

 椿，如上ノ實験成績ヲ血液酸盤基平衡ト白血

（ M9 ）
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球核移動トノ關係ナル観鮎ヨリ考察スルニ，先

ヅ注射後短時間内ノ二化二就テ観察スル時ハ，

家兎二二酸コカイン」並＝硝酸ストリヒニン」等

ヲ皮下注射シテ，人工的痙攣ヲ惹起セシメタル

＝ t一管：攣獲作直後一過性二血液総炭酸瓦斯量及

ビ血液PHノ著明ナル減少ヲ來シテ，顯著ナル

血液アチドージス」ヲ焚現スルト共＝，他方假

性エオジン嗜好性白血球核ハ左方移動ヲ來セル

モノニシテ，血液アチド・一ジス」ト白血球核ノ

左方移動トハ相随件スルトセルHoff氏所読ユ

該當スル所見ヲ得タルモノナリ．然レドモ爾者

ノ聞ニハソノ攣化ノ最モ顯著ナル時期二幾分ノ

時間的相違アリテ，白血球核ノ左方移動ハ血液

アチドージス」ヨリモ二二遷延シテ二化ヲ纏績

シテ，血液アチドージス」ノ歌態殆ンド消退シ

去りタル時期＝於テ核型ノ左方移動ノ度ハ最モ

＝著明ナリキ．’尚當三下二於テ血液アチドージ

ス」ノ程度ハ極メテ二野ナリシニモ拘ラズ，夫

レニ比シテハ核移動ノ程度ハ夫程著明ニチハ非

ザリキ．

第5章 結

 8頭ノ成熟家兎ヲ4頭宛2群二分チ，第1群

ニハ5．0％盤酸コカイン」ヲ，第2群ニハ2000倍

硝酸ストリヒニン」ヲ，各家兎ノ罷重二三鷹シ

テ，前者ハ2．9cc（0．1459）乃至3．3cc（0．1659）宛

ヲ，後者ハ2．7cc（1．35mg）乃至2．9cc（1．45mg）

宛ヲ，家兎側腹部ノ皮下二注射シテ，人工的痙攣

ヲ惹起セシメ，コノ聞二子テ主トシテ血液総炭

酸瓦斯量，血液水素イオン濃度及ビ假性エオジ

ン嗜好性白血球核移動等ノ攣化ヲ，併セテ白血

球藪及ビ各種白血球百分率等ノ攣化ヲ，血液酸

盤基準田歌態ノ三二照値二復餓スル注射後4時

問目迄観察セルニ，次ノ如キ結論ヲ得タリ．

 1）盤酸コカイン」皮下注射ニチハ，

 1）血液総炭酸瓦斯量ハ痙攣獲作直後（注射後

30分目）二，一一va性二著明ナル減少ヲ來セリ．

然レドモカ・ル著明ナル減少モ，蓮二恢復二向

フモノニシテ，2時間目ニハ既ニカナリノ増加

ヲ來シ，4時丁目ニハ全ク封三値二丁蹄セリ．

街著明ナル稜作ヲ起サザリシ家兎ハ，然うザル

家兎＝比シテ減少ノ程度遙二二少ナリ．

 2）血液PHハ痙攣獲作直後＝一過性二著明

ナル減少ヲ來シ，血液反慮ノ顯著ナル酸性側移

動ヲ惹起セリ．然レドモカ・ル減少ハ2時丁目

＝ハ全ク浩退シ去ルノミナラズJ却ツテ三三ノ

増加ヲ來セリ，尚著明ナル痙攣罪作ヲ起サザリ

シ家兎パ，然うザル家兎二比シテ血液PHノ減

少ノ程度ハ輕少ナリ．

論

 3）白血球藪ハ注射後30分目＝ハ輕度ノ増加

ヲ來セルモ，Ll時間目ニハ封照値＝復旧シ，2

時鳥目ニハ二度ノ減少ヲ示セリ．然レドモ3時

二目以後ハ著明ナル増加ヲ來セリ．

 4）各種白血球百分率二二テハ，假性エオジ

ン嗜好性白血球ハ獲作直後一時著明ナル減少ヲ

來セルモ，ソレ以後漸次著明二増加シ，淋巴球

ハ假性エオジン嗜好性白血球ト全ク相反的二攣

化シテ，襲作直後ニハー時増加ヲ來セルモ，ソレ

以後漸次著明＝減少セリ．「エオジン嗜好性白血

球，盤基嗜好性白血球及ビ大箪核平等二就テハ

特別ナル傾向ヲ認メズ．樹假性エオジン嗜好性

白血球絶鮒数ハ護肥後一時輕微ノ減少ヲ來セル

モ，ソレ以後漸次著明二増加シ，淋巴球絶封敷

ハ護作直後著明二増加セルモ，ソレ以後3時間

目迄ハ減少ノ歌態ヲ示セリ．

 5）假性エオジン嗜好性白血球核移動ハ注射

後漸次比較的著明ナル左方移動ヲ來シ，3時丁

目二丁テソノ程度最モ甲骨ナリ．

 量1＞硝酸ストリヒニン」皮下注射ニチハ，

 1）血液総炭酸瓦斯量ハ獲作直後（注射後30分

乃至1時間目）二，一過性二極メテ顯著ナル減

少ヲ來セリ．然レドモカ・ル著明ナル減少モ速

二恢復二向フモノニシテ，2時間目ニハ既ニカ

ナリノ」曾加ヲ示シ，4時聞目ニハ略帽1回田：二復

蹄セリ．

 2）血液PHハ獲作直後二，一過性二極メテ

t 320 ）
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著明ナル減少ヲ來シ，血液反慮ノ顯〔著ナル酸性

側移動ヲ惹起セリ．然レドモ急速二二復二向フ

モノニシテ，2時品目ニハ既ニカナリノPHノ

増加ヲ來シ4時間目隠ハ略封照値二瀬錦セリ．

 3）白血球野付注射後15分目ニ弔問度ノ減少

ヲ來セルモ，30分及ビ1時聞目ニハ輕度ノ増加

ヲ示セリ．2及ビ3時間目圃場再ビ年度ノ減少

ヲ來セルモ4時間目ニハ増加二轄ゼリ．

 4）各種白血球百分率二野テハ，假性エオジ

ン嗜好性白血球ハ漸次著明二増加セルモ，護作

直後ニハー時封照値＝近ク減少セリ．淋巴球ハ

假性エオジン嗜好性白血球トハ相反的二攣化シ

テ，獲作直後ニー時反擾的増加ヲ來セル外ハ漸

次著明二減少セリ．「エオジン嗜好性白血球，

盤基嗜好性白血球及ビ大軍核球等二品テハ特別

ナル傾向ヲ認メズ．樹假性エオジン嗜婦性白血

球絶封藪ハ獲作直後租減少ノ傾向ヲ來セルモ，

一般二漸次著明二増加シ，淋巴球繕封藪ハ護作

直後一時反機的塘加ヲ示セルモ，ソノ他＝於テ

バーﾊ二漸次著明ナル減少ヲ來セリ．

 5）感性エオジン嗜好性白血球核移動置注射

後漸次著明ナル左方移動ヲ來シ，3時畳目二三

テソノ程度最：モ顯著ナリ．

 1「1）要之，「コカイン」及ビ「ストリヒニン」ノ

皮下注射ヲ行ヒテ，人工的痙攣ヲ惹起セシメタ

ル時ニハ，謹作後一過性二血液総炭酸瓦斯量及

ビ血液PHノ著明ナル減少ヲ來シ，旧著ナル血

液アチドージス」ヲ護現スルト四二，他方假性

エオジン嗜好性白血球核ハ漸次左方移動ヲ三

三ルモノニシテ，丁丁二丁テソノ攣化ノ最モ著

明ナル時期二回分ノ時間的相違アルモ，「アチ

ドージス」F白血球核ノ左方移動Fハ相二伸ス

ルトセルHoff氏所読二大髄二品テ該當スルノ

所見ヲ得タルモノナリ．然レド毛當面諭二面テ

ハ，血液アチドージス」ノ程度ハ極メテ顯著ナ

リシニ毛拘ラズ，夫レニ比シテハ核移動ノ攣化

ノ程度ハ夫レ程著明ナルモノニ非ザリキ．
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